
 

             

            

                                                     

                                                          

           

   

 本稿は、「保育のための絵本データベース」を構築するにあたって、どのような「テー

マ」 や「キーワード」を付すことが望ましいのかについて検討しようとするものである。 

「絵本の読み聞かせ」は、保育所や幼稚園などで日常的に行なわれている保育実践の１つ

である。調査対象は，平成 28 年度の前期に「絵本の読み聞かせ」の授業を履修した学生

58 名である。対象の学生に、「絵本の読み聞かせ」の授業で調査の目的を説明し、2016

（平成 28）年 6 月 14 日～2016（平成 28）年 7 月 29 日の定められた期間内に Moodle 上

から回答するよう求めた。調査の結果として、領域「友達・遊び」を構成する下位主題の

多くは、絵本を検索する際に利用される可能性が高いことが示された。最も利用される可

能性が低い下位主題が含まれる割合が高かったのは、領域「自我・自己形成」であった。

このような結果となった理由として、領域の名称からも考えてみる。乳幼児期に子どもに

とって遊びは生活の全てであるように、遊びや友達は常に子どもたちの身近に存在する。

したがって、領域「友達・遊び」に含まれる下位主題の多くは、保育者養成課程に在籍す

る学生にとって、子どもと結びつけて考えやすかったものと考えられる。 

  

とても面白い調査内容だと考える。タイトルや作者以外の情報で絵本を検索できるよ

うにした試みはとても意義深いと思う。その場にある絵本をとりあえず読んでやり過ご

すのではなく、より積極的にその時々に必要な絵本を子どもに提供できることは、非常に

子どもに寄り添った、良い取り組みだと感じる。必要な絵本を提供してもらうことが子ど

もたちの成長にどのような影響をもたらすのか気になる。私も幼いころに自分のお気に

入りの絵本があったため、読んでもらうと落ち着く本やワクワクして自信がつく本など、

その時の状態によって読み聞かせをしてほしい絵本は変わっていく。 
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